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UR 団地では全国平均を上回る高齢化が進み、
団地は若い家族のための住宅地から、高齢者
が多く暮らす生活基盤へと変化している。

階段での移動

団地の多くは階段のみの設置で、
高齢者は上層階への移動が負担
となっている

世帯は「夫婦＋子ども」を中心とした家族単位から、単身・少人数世帯へと
移行している。住戸にも、個人単位の暮らしを受け止める柔軟性が求められる。

神奈川県横浜市栄区にある飯島団地の敷地全体には、谷戸地域特有の高低差があり、団地内での移動は高齢者にとって負担になっている

従来の 2DK 型住戸では、食事・くつろぎ・来客・在宅ワークなどの行為が
DK や個室に重なり、現代の生活行為を受け止める共有空間が不足している。

公営住宅では空家戸数・空家率が上昇している

従来型団地住戸 2DK（Lなし） 現代型住戸 2LDK（Lあり）

洋室 1

洋室 2

LDK

浴室

洗面・WC

玄関・廊下・収納

共有空間としてLが機能

Lの不在 → DKへの機能集中・個室への機能流出 → 現代のライフスタイルとのミスマッチ

DK

浴室

洗面・WC

玄関・廊下・収納

生活行為がDKに集中

家族の会話
家族の会話

食事

来客

在宅ワーク 在宅ワーク

洋室１

洋室２ くつろぐ

食事

来客 くつろぐ
階段室型(飯島団地） 廊下型（参考）

・接点は限定的
・主な交流はおむかいの住戸
・小さな共用空間

住戸A 住戸B住戸A 住戸B 住戸C

玄関 玄関 玄関

玄関玄関

・接点が多い
・廊下で複数の住戸と接する

・連続した共用空間

バス停：1F

住居入口：3F

住居の入り口：3F

道路と団地の３F が接続

高低差を利用した住居への接続団地全体のゆるやかな高低差 団地敷地内での上下移動

0201 変わる暮らし、変わらない団地団地が抱える問題点 03 対象地：飯島団地

　　高齢化する団地居住者

　　単身化する世帯構成

　　閉じた階段室型の団地

　　谷戸地域特有の高低差

　　居間をもたない団地住戸

　　増え続ける空き住戸

負担

従来：家族世帯中心

複数人で1住戸を使う

個人単位へ

現在：単身・少人数世帯中心

1人または少人数で1住戸を使う

世帯は「家族単位」から「個人単位」へ移行している

階段
住戸入口

小さな踊り場
立ち止まる場はあるが

共用空間は最小限

積層する住まい
- 団地上層部を地盤としたまちの骨格となる住宅街 -

グループ名：都市デルタ総合研究所
山畑璃紗 小野あんり 箕輪穣 由利真理

- 谷戸に建ち並ぶ団地 -- 空き住戸の増加と高齢化 -

階段室の様子

地上 5 階建ての団地
であるが、EV の設置
はない

EVなし

５F

高齢化や空き住戸の増加、起伏ある地形による移動負担に対し、居住機能を下層部
へ集約し、団地上層部を新たな地盤として捉え、周辺住宅地や小学校をつなぎ合わ
せる新しい住宅街を計画する。既存の谷戸地形と団地を残しながら、新たな住宅街
の層が重なる風景がまちの骨格として広がる。



増設されたリビング

新たな住宅

既存団地

居室

居室

共有 L

共有 L 共有 L

共有 L

共有 L

共有 L

共有 L

共有 L

共有 L

共有 L

共有 L

共有 DK

居室

居室

居室

居室

居室

居室

居室

居室

居室

居室

居室谷戸特有の高低差の保存
既存団地の保存

住宅街へ

小学校へ

新しい地盤

小学校

中学校

保育園

バス停

団地上層部の新しい地盤となる
棟をつなぐ橋

従来の人の流れ

団地外からの人の流れ

地形の高低差を利用し形状の既存棟

地形の高低差を利用した形状の既存棟

従来の移動経路
（高低差が大きい）

従来の移動経路
（高低差が大きい）

下層部広場は地盤の構造体の配置によってその大きさが
異なり、アクティビティに変化が見られる

上層部の新しい地盤は、周辺の住宅街と連続的に接続される、高低差のない合理的な地盤となり、新たな住宅街を形成する。一方で、下層部には起伏のある地形と団
地の風景が残る。両者の異なる様相が、空間の多様性と人々の多様な交流を生み出す。

高齢化と空室の増加 下層部への居住集約 上層部の減築 新しい地盤の形成 上層部住戸の再編 団地上層住宅街の形成

壁を団地の記憶として残す 団地上層部を新たな GLと捉える
既存壁を基盤として
新たな住戸単位を形成 まちの骨格となる

03 設計ダイアグラム - 団地の上層部と低層部の再編 -

05 断面計画 - 団地上層の新しい地盤と団地下層の原風景 -

04 配置計画 - まちの骨格となる団地上層地盤の住宅街 -

0 1 2 5 m

断面パース S=1/100

N

0 30 60 150m

配置図 S=1/3000

空室

高齢者の移動負担

現状

断面ダイアグラム

提案

空室を上層へ

高齢者は下層に住まう 下層部は共有部を増設

既存壁を基盤とした新しい住戸単位

高低差のある地形を活かして周辺住宅街から団地上層部へと連続した新しい地盤を設ける

周辺住宅街周辺住宅街 小学校小学校

既存団地を保存する下層部
エレベーターの設置

増設するリビング
（補強）

道路レベルと直接つながる 小学校へとつながる

道路

新たな住宅街

二層構造

新しい地盤

高低差

起伏ある地形

高低差のない移動

6000mm

3000mm

3000mm



共有
DK

共有DK

共有DK 共有DK

共有L共有L

共有L 共有L 共有L

共有L共有L

共有L 共有L 共有L共有L

共有L 共有L

共有L

共有L

共有L 共有L 共有L

共有L共有L 共有L

共有DK 共有DK居室 居室

居室居室居室居室居室居室居室

居室

居室 居室 居室

居室居室

居室

居室居室

視線は遮断しつつ開かれた空間

リモートワーク

読書

通過

土間

視線の遮断

家具を置く

土間

麻雀

土間から見える 空間を分ける

居室からアクセス

セミパブリックな空間

共有リビングの使い方

06 07

09

08

広く開放

視線の遮断

読書

家庭菜園教室
土間

設計手法

開いた空間では、土間からシームレスにつながり、住民同士の交流
が生まれる。一方で、同様の空間に土間と平行に置かれた壁があ
ることで、半プライベートな空間がも共存する。2つの活動が見える。

通り道になる 土間

多様な人々の交流が生まれる

留まれる空間

遊び場

雑談

ペット交流

- 団地の記憶継承と現代の住戸単位への再編 - - 既存壁が作る新しい住戸単位 -

- 団地の壁の残し方によって多様化する空間 -

上層部設計ダイアグラム 平面計画

団地の多様な交流関係

棟間をつなぐ地盤の構造体が下層部の広場に空間の多様性をもたらす 構造体の下と地形の高低差で活動が豊かになる 下層部の増設リビングに高齢者の生活が溢れ出す 上層部の共有キッチンと開かれたリビングで交流が多様化する 土間で住民同士の暮らしが交錯する

動線方向に開放的な空間で、住民や地域の人など多様な人の
交流拠点となる。壁を空間を分ける仕切りとして用いる。壁を利
用したアクティビティの場ともなる。

土間に平行な小さな壁によりLと土間を仕切りつつも視線が抜け
、立ち寄りやすい空間となる。土間に水平な壁は、通りがかった人
々のたまり場となる。大きさの異なる壁により、関係を緩くつなぐ。

土間からの視線の抜けがあることで、交流がしやすい一方で、
プライベートな空間としても捉えられ、両者の要素を包含した活
動が見られる。

土間に平行な大きい壁により、土間からの視線を遮断しつつ、開
放的な半個室のような空間となり、プライベート性が高い。

土間に開放的で、複数人で集まる拠点となる。居室からのアク
セスはもう一層の小さな壁で緩く仕切られ、セミパブリックな空
間ももつ。

階段室

ベランダ

住戸１ 住戸２ 住戸３ 住戸４

玄関

DK

・単一な住戸が並ぶ
・２DKや３DKが主流でＬを持たない間取り

既存団地

住戸１

住戸２

土間

住戸４

住戸３

共有DK

共有L 共有L

共有L共有L

隣の棟に接続既存壁を用いて
共有リビングを設ける

隣の棟に接続

 既存壁から住戸の大きさを決定

土間で住戸をつなげる

本計画

団地の壁を用いてつくる共有リビングは、壁の残し方で開放度が異なり、多様な空間の使い方が見られる。

土間
立ち止まる場になる

物を置く

緩くつなぐ

DIY教室

放課後教室

雑談

入りやすい

見守り

土間

視線の遮断

プライベートが溢れ出す

洗濯

友達と雑談

通過

視線の通過

Ⅰ. 寄り道・遊び場 （開放型）

Ⅴ. 洗濯干し ( 半閉鎖型 ) Ⅵ. リモートワーク（閉鎖型）Ⅳ. 家庭菜園と読書（半閉鎖型）

Ⅱ. 体験教室（半開放） Ⅲ. 麻雀（半開放型）

既存団地の壁や機能を残すことで、団地の記憶を空間として継承しつつ、現代の生活に合わせた住戸単位の再編を行う。
団地特有のモジュールや機能によって、これまでとは異なる共有型の住宅街を構築する。

三軒で一つのダイニングキッチンを共有

壁を選択的に残し、団地の空間性を継承しつつ、これまでの団地になかったリビング (L) を
配置する。また、既存壁や機能を用いて、新たな居住単位を構築する。

N

0 3 6 15m

上層部 (3,4F)平面図 S=1/300

N

0 3 6 15m

下層部 (2,3F)平面図 S=1/300

老夫婦

小学生

単身者（女性） 高齢者（男性）高齢者（女性）

キッチンカー
単身者（男性）

両親

近隣住宅街に住む
老夫婦

麻雀仲間

共有L

棟間広場

棟間広場

近隣の畑

共有L

雑談仲間

雑談仲間

雑談仲間

親戚

野菜提供

収穫体験

購入

出展

おすそわけ

見守り

相談

関係性
行為が行わる主な場所

犬を預ける

子どもの
見守りを
お願い

団地に住む人 団地外から関わる人

老夫婦

単身者（男性）

単身者（女性）

高齢者（女性）

高齢者（男性）

小学生

両親

近隣住宅街に住む老夫婦

キッチンカー

6:00 9:00 12:00 15:00 18:00 21:00
散歩・家事 棟間広場・自室

自室

棟間広場

棟間広場

棟間広場

棟間広場

共有L

共有L

共有L

共有L共有L

共有L

共有L

共有L

共有L

買い物 麻雀ヨガ教室

仕事

昼食

棟間広場

棟間広場

棟間広場

団地内小学校

昼食 麻雀

家事

家事

仕事（団地居住高齢者向け） 見守り

棟間広場

棟間広場

棟間広場

棟間広場

近隣の畑

橋

見守り

子育て相談

犬の散歩 雑談 相談 犬を預ける相談

共有L犬を預かる相談

散歩・読書 雑談 放課後教室

共有L放課後教室登校 学校 放課後あそび

出勤 仕事

週１回の
共同夕飯

畑仕事 野菜出張販売

買い物

親族交流

共有L親族交流

出展・販売 料理教室開催

料理教室

仕込み

凡例
団地内での活動

団地外での活動

行為が行われる主な場所

関係性

自室

自室

共有DK

共有DK

料理教室 共有DK

共有DK

おすそわけ

会話

会話

提供

相談

相談

行為

購入

購入

一緒に食事 嗜む

見守り
教える

提供 提供参加

既存の地盤に加え
上層部に新たな地盤が生まれることで
飯島団地の生活圏は立体的に広がる。
住民の行動範囲が上下に拡張され

時間の重なりのなかで人々の関係性が深まり
多様な活動が団地内外へと展開していく。
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